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2024年４月 24日 

第一生命保険株式会社 

 

 

営業員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態勢の  

更なる高度化に向けた取組み状況のご報告(2023 年度) 
～「着眼点」に基づく当社取組み状況～ 

 

 

営業員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態勢の更なる高度化に向けた 2023 年度の当社取組

みについて、生命保険協会で取りまとめられた「営業職員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態

勢の更なる高度化にかかる着眼点（以下、「着眼点」）1」に記載の６項目に沿って昨年度の報告内容から

の追加取組みを中心にご報告いたします。 

なお、2023年度に生命保険協会において各社のコンプライアンス・リスク管理態勢の更なる高度化を

引き続き後押ししていく観点から、「着眼点」に関する各社の取組み状況や運用上の課題等について、ア

ンケート(以下、「フォローアップアンケ―ト」)等による確認が実施されました。また、2024年４月 19

日に「着眼点」の更新が行われており、今回の報告にあたっては、当該フォローアップアンケート結果、

更新内容とも照らし合わせながら、当社取組みの内容について網羅的に確認を実施しております。 

 

① コンプライアンス・リスク管理態勢 

＜「着眼点」の記載内容(生命保険協会より)＞ 

 

・不適切事案を発生させないための行動変革・理念浸透（第一生命の『消費者志向自主宣言』2）に基

づいた行動の定着、「声をあげ、感謝する、褒める」組織・風土づくりに向けて、継続して経営から

のメッセージを発信するとともに、各種アンケート、エンゲージメント調査による営業現場への浸

透度合を確認し、当該調査結果を踏まえてＰＤＣＡを回す態勢を構築。 

・タウンホールミーティング等において役員と社員が双方向の対話を行う場を設定しているほか、本

社部門における部門塾、支社部門での支社ＤＳＲ委員会 3 等の場で、理念浸透、コンプライアンス

意識の醸成を行っており、エンゲージメント調査結果、タウンホールミーティングのアンケート回

答などから各種施策につなげる動きを実施。 

・地域ごとに営業組織を統括するマーケット統括部が支社経営指導の一環として、必要に応じ伴走・

支援を実施。 

 

 

 

                    
1 https://www.seiho.or.jp/info/news/2023/20230217_1.html 

2 https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/customerorientation/index.html 

3 支社経営課題について議論する場と位置付け、支社個別課題を把握・共有し、解決に向けて優先順位付けのもと取組みを検討・実

施しながら自律的にＰＤＣＡを回し、さらに実効的な運営となるよう取り組んでいます 

 

https://www.seiho.or.jp/info/news/2023/20230217_1.html
https://www.dai-ichi-life.co.jp/dsr/customerorientation/index.html
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② コンプライアンス・リスクの評価 

＜「着眼点」の記載内容(生命保険協会より)＞ 

 

・各種統制政策を全支社一律で行うのではなく、「①マーケット特性」「②生涯設計デザイナー・文化」、

「③統制・マネジメント」の視点で各支社の特性や状況を踏まえたリスク評価を行ない、それらの

リスクレベルに応じたフォロー・統制を行う“リスクフォーカス運営”へと取組みを進化させ、特

にコンプライアンス・リスクの高い支社に対しては支社を統括する部門による支援・指導を集中的

に実施。 

・過去の事故および事故と相関があると見られる各種データをＡＩに学習させ、営業員ごとの金銭不

正リスクと契約取扱における問題発生リスクをスコア化するモデルを開発し、本社モニタリングに

おけるサンプリングの参照情報として活用。 

 

③ コンプライアンス・リスクに対するコントロールの整備・実施 

＜「着眼点」の記載内容(生命保険協会より)＞ 

 

・社員がお客さまから直接金銭をお預かりすることのないことを、ホームページやお手続き時の画面・

帳票、社内メッセージにより社内外に周知・徹底するとともに、保険料領収をキャッシュレス化し

て現金の授受が発生しない事務としている。 

・認知機能の低下したお客さまのご契約に関して、成年後見制度を利用することなく、各種の契約手

続を可能とする契約者代理請求制度を 2024年３月に創設。 

・営業員が活動時に使用する電話（ＤＬ Ｐｈｏｎｅ）および端末（ＤＬ Ｐａｄ）にて活動結果を入

力、指導者層がタイムリーに確認できるシステムを導入。 

・リスク区分を行い、当該リスク属性に応じて出金を伴う手続きが行われた場合に機関長がお客さま

あてに直聴を行い確認するなど、対応を強化。 

・高齢契約者の契約関係者あてに定期的に保険加入のお知らせを郵送。 

 

④ コンプライアンス・リスクのモニタリングおよび不適正事象の（予兆）把握時の対応 

＜「着眼点」に記載の内容(生命保険協会より)＞ 

 

・支社コンプライアンス業務全般について見直し（金銭管理指定対象者の定義変更、多件数多額保険

料の判定基準の変更等）を実施し、営業現場での各種統制策の効果を定量的・定性的に検証・評価。 
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・過去の不正事案を元にサンプリングした出金系保全手続きの妥当性を確認する為、本社からお客さ

まに電話でヒアリングを行う契約動向モニタリングを実施。サンプル抽出にはＡＩが算出したスコ

アも活用し、2023年 12月からは対象とする手続きを拡大。 

 

⑤ コミュニケーション 

＜着眼点に記載の内容(生命保険協会より)＞ 

 

・お客さま満足向上に向けた取組みの検討・改善に活かすべく、日々お客さまと接している支社・オ

フィスの社員からの意見を定期的に集約し、自所属で解決できない課題の本社への連携を通じ、本

社が運営検討に活かすことで、本社・支社・オフィスが一体となったお客さま本位の活動の定着を

目指している。 

・内部通報窓口における受付件数等の運用実績を社内外に開示。  

 

⑥ 監査 

＜「着眼点」に記載の内容(生命保険協会より)＞ 

 

・2022年度に引き継続き企業文化・風土に関する監査を実施。 

・本「着眼点」も参考にした監査視点を検討のうえで各監査を実施。また大量データに対してフォレ

ンジックを行うことで効率的な監査となるよう取組みを行うとともに、日常モニタリング項目と実

査項目を区分する等、レベルアップ取組みを継続。 

 

2023年度 経営品質刷新プロジェクトの取組み状況について 

当社では 2020 年 12 月に「経営品質刷新本部」を設置して以降、その時々の課題・環境に応じ、傘

下に対策部・ＷＧ・分科会を改組しながら、全社経営品質の刷新・向上に向けて継続的な取組みを行っ

ております。 

2023年度は、適合性原則の視点をより一層意識した販売に取り組むべく新たに「経営品質刷刷新本

部」の下に「ＦＤ(フィデューシャリー・デューティ)分科会」を組成するなど、金銭不正事案の撲滅に

留まらず、お客さま一人ひとりの「幸せ」を想い、その人生に寄り添う最良のパートナーとして選ば

れ続けるために、経営品質の絶えざる向上に取り組んでおります。 

また、当社取組みの実効性に関し、第三者からも定性的な評価を取得し、客観的な目線での取組み

内容の確認も実施しております。引き続き、お客さまからの信頼にお応えできる組織を築くために、

不断の取組みを進めてまいります。 

以上 


